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WB 1:1000-1:5000,ICC/IF 1:100-1:200,FC 1:20-1:50,IP 1:10-1:100

Calculated MW:41 kDa; Observed MW:41 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、MAPキナーゼファミリーのメンバーです。MAPキナーゼは、複数の生化学的シグナルの統合点として機能し、増殖、分化、転写調節、発達など、様々な細胞プロセスに関与しています。このキナーゼは、様々な環境ストレスや炎症性サイトカインによって活性化されます。活性化には、MAPキナーゼキナーゼ（MKK）によるリン酸化、またはMAP3K7IP1/TAB1タンパク質とこのキナーゼとの相互作用によって引き起こされる自己リン酸化が必要です。このキナーゼの基質には、転写調節因子ATF2、MEF2C、MAX、細胞周期調節因子CDC25B、腫瘍抑制因子p53などがあり、このキナーゼがストレス関連の転写および細胞周期調節、ならびに遺伝毒性ストレス応答において役割を果たしていることが示唆されています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする4つの選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。[RefSeq提供、2008年7月]
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	p38 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用して、Jurkat、HCT116 細胞抽出物のウェスタンブロット分析を行いました。
	

	AMRe86457 を 1:500 で使用して、HeLa、THP-1、HepG2、RAW264.7、PC-12 細胞抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

